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2Ja-2 染色布の摩擦堅牢度に及ぼす柔軟仕上げ剤の効果

菅沼　恵子　（湘北短大）

被　　服

　［目　的］繊維製品が日常生活で着用または使用されるにあたって摩擦による染料の汚染

が時々問題となっている。柔軟仕上げ剤には布の表面を滑らかにする働きがあるので、布

にその処理をした場合染色布の摩擦堅牢度は向上するはずである。そのメカニズムを速度

論的に検討した。

　［実　験］綿ブa―ド＃40に直接染料を染めて摩擦堅牢度試験に供した。摩擦堅牢度試験

は学振型摩擦堅牢度試験機を用いた。添付白布を市販の柔軟仕上げ剤で濃度を変えて処理

した。摩擦回数（t）l～500回で摩擦堅牢度試験を行い、添付白布に付着した染料の量（x）

を測定した。x/A～t曲線（Aは染色布の染着量）の解析によって得られる速度定数Ki （染

料が染色布から添付白布へ移動する過程の速度定数）とその逆過程の速度係数-,および

染料の二つの状態間の平衡定数Ｋによって摩擦堅牢度を評価した。

　［結　果］柔軟仕上げ剤によって摩擦堅牢度は大きく向上した。速度定数kiおよび平衡定

数Ｋは未処理の場合と比較して柔軟仕上げ剤の濃度が濃くなるにしたがって小さくなり、

それぞれ与えられた濃度範囲でおよそ100分の1まで低下した。それに対して、速度定数

K-1はそれほど大きな差がなかった。すなわち、柔軟仕上げ剤による効果は滑らかなナイ

ロン布などがki，k-i，Kのいずれの値も綿染色布と比較して小さくなるのと異なり、ki

に依存して添付白布への付着が小さくなるため、x/A～t曲線の形体は未処理の布と類似

した型に分類された。

2Ja－3 セルロース膜申での剖誰斜陽撒における共存染眸り影響

○前川昌子（尉独力

　【目的】染色は、目的とする色滸や堅牢牲を得るため、m犯剰斗を配俘し寸予なわれる。その際

染料の活量の変化や刺囃肘切揃暇励jの競合なと句悒こり、染料蜀で複か体力剪成される例も幸皓

されている。それらの景響を受け染料混合系では剰刺簸孫における吸着や携段とは異なった挙動を

示すことが多い。本研尭では、親紅わの異なる2種端剛の混合染色において、各啼汐)吸着および

拡謔疎肋洪存剰巾こより弥する影響について調べた。

　【方法】恂感Jな直妾財4であるC. I DirectRed 2 (ぼFDR2と幄?)およびCLDiiBCt Yellow

以以下DY12と幄E;)を用いて、混合士ﾋ1 :0.5、i:iおよび１：２で、55℃において平衡およびm敦

実験辨和ヽ、セルロース鵬こ対する染糾の平顔鴎置と染色速閲拍線ならびに激励回唯プロフィー

ルを調べた。拡散速度については並列摺圖謡匍こ基づいて解析をお豚た。

　匿束】混合系における平衡朧朧は、DR2およびDY12とも共端唄の鴎劉こより判虫系にお

ける値よりも減少した。拡散速度の速いDY12はDR2よりも句こセルロース膜中を拡散する旗一

部は後から拡散してきたDR2に追い出される。う、DR2の拡散速度はDY12の共存により力隨さ

れた。そ四皿濃度1こ依存し、混組ﾋ1：2で大きかった。
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